
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年８月９日

【四半期会計期間】 第71期第１四半期(自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日)

【会社名】 株式会社アイチコーポレーション

【英訳名】 AICHI CORPORATION

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　三　浦　　治　

【本店の所在の場所】 埼玉県上尾市大字領家字山下1152番地の10

【電話番号】 (048)781－1111（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　中　澤　　宏

【最寄りの連絡場所】 埼玉県上尾市大字領家字山下1152番地の10

【電話番号】 (048)781－1111（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　中　澤　　宏

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

株式会社名古屋証券取引所

(名古屋市中区栄三丁目８番20号)

株式会社アイチコーポレーション中部支店

(名古屋市緑区大高町字丸の内70番１)

株式会社アイチコーポレーション関西支店

(大阪市淀川区田川三丁目９番56号)
 

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

 1/17



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期
第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 11,798,488 10,540,045 61,474,323

経常利益 (千円) 1,138,285 692,563 8,328,910

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 773,029 476,421 5,785,156

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,113,457 962,963 6,599,123

純資産額 (千円) 56,318,874 61,059,187 60,950,230

総資産額 (千円) 80,393,868 76,579,154 80,696,070

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 9.96 6.14 74.53

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 70.1 79.7 75.5
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間および前連結会計年度に係る主要な経

営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間におきまして、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている事業の

内容につきまして、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社につきましても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間におきまして、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」につきまして重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で

前連結会計年度との比較・分析を行っております。

(1) 財政状態の状況

　　①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて41億85百万円減少し、456億4百万円となりました。これは主に、商品

及び製品が10億24百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が54億59百万円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて68百万円増加し、309億74百万円となりました。これは主に、繰延税金

資産が4億20百万円、有形固定資産が2億58百万円減少したものの、投資有価証券が8億19百万円増加したことなど

によります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて41億16百万円減少し、765億79百万円となりました。

②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて37億80百万円減少し、105億27百万円となりました。これは主に、支払

手形及び買掛金が18億99百万円、未払法人税等が13億59百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて4億45百万円減少し、49億92百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて42億25百万円減少し、155億19百万円となりました。

③純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1億8百万円増加し、610億59百万円となりました。これは主に、利益

剰余金が3億77百万円減少したものの、その他有価証券評価差額金が5億70百万円増加したことなどによります。
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(2) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の堅調な推移による雇用・設備投資の増加や、雇

用・所得環境の改善による個人消費の伸びなどが見られ、景気は回復傾向が続いております。海外経済におきまし

ても、景気は堅調さを維持しておりますが、先行きにつきましては、米国の保護主義的な通商政策や、地政学的リ

スクなどの不安要素があり、不透明感が払拭されない状況にあります。

このような環境の中、特装車の販売につきまして、通信業界では、前年度からの経年車両の更改需要の継続によ

り、前年同期に比べ売上が増加いたしました。一方、電力業界では、配電設備の更新需要の減少により、前年同期

に比べ売上が減少いたしました。レンタル業界においても、建築工事需要向け機械化設備投資は回復傾向にあるも

のの、社会インフラ工事需要向け機械化設備投資の前年度水準からの抑制傾向により、同様に前年同期に比べ減少

いたしました。

この状況のもと、当第１四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は前年同期を12億58百万円(11％)下回る

105億40百万円となりました。

利益につきましては、営業利益は前年同期を4億74百万円(46％)下回る5億54百万円、経常利益は前年同期を4億45

百万円(39％)下回る6億92百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期を2億96百万

円(38％)下回る4億76百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（特装車）

特装車売上高は前年同期を12億41百万円(13％)下回る80億29百万円となり、売上総利益は前年同期を4億80百万

円(25％)下回る14億51百万円となりました。これは主に、電力業界およびレンタル業界向けの売上が減少したこ

とによるものであります。

（中古車）

中古車売上高は前年同期を65百万円(48％)下回る70百万円となり、売上総利益は前年同期を28百万円(62％)下

回る17百万円となりました。これは主に、市場性のある中古車の仕入が減少したことによるものであります。

（部品・修理）

部品・修理売上高は前年同期を53百万円(2％)上回る23億48百万円となり、売上総利益は前年同期を34百万円

(6％)上回る6億52百万円となりました。これは主に、部品売上が増加したことによるものであります。

（その他）

その他売上高は前年同期を4百万円(5％)下回る90百万円となり、売上総利益は前年同期を6百万円(24％)下回る

20百万円となりました。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発に要した額は、研究材料費、人件費等総額86百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間におきまして、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 235,000,000

計 235,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 79,453,250 同左

東京証券取引所

市場第一部

名古屋証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 79,453,250 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 79,453 ― 10,425,325 ― 9,941,842
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

1,827,400

完全議決権株式(その他)
普通株式

775,820 ―
77,582,000

単元未満株式
普通株式

― ―
43,850

発行済株式総数 79,453,250 ― ―

総株主の議決権 ― 775,820 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権１個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

 

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
埼玉県上尾市大字領家字
山下1152番地の10

1,827,400 ― 1,827,400 2.30株式会社アイチコーポ
レーション

計 ― 1,827,400 ― 1,827,400 2.30
 

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株(議決権１個)あります。な

お、当該株式は「①　発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表につきまして、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,164,714 830,502

  預け金 25,116,417 25,435,356

  受取手形及び売掛金 ※1  20,023,741 ※1  14,564,381

  商品及び製品 640,572 1,665,076

  仕掛品 1,102,462 1,392,351

  原材料及び貯蔵品 1,198,834 1,192,408

  その他 543,335 524,638

  貸倒引当金 △138 △136

  流動資産合計 49,789,940 45,604,579

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,642,314 8,494,805

   機械装置及び運搬具（純額） 3,196,231 3,092,261

   土地 8,525,970 8,525,970

   その他（純額） 813,665 806,803

   有形固定資産合計 21,178,182 20,919,841

  無形固定資産 1,213,218 1,158,462

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,342,093 7,161,456

   繰延税金資産 520,233 99,954

   その他 1,657,773 1,640,158

   貸倒引当金 △5,372 △5,298

   投資その他の資産合計 8,514,728 8,896,270

  固定資産合計 30,906,129 30,974,574

 資産合計 80,696,070 76,579,154
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 9,343,157 7,443,553

  未払法人税等 1,418,361 58,981

  役員賞与引当金 44,000 8,000

  製品保証引当金 176,917 194,158

  その他 3,325,216 2,822,437

  流動負債合計 14,307,652 10,527,131

 固定負債   

  再評価に係る繰延税金負債 616,302 616,302

  役員退職慰労引当金 48,900 38,475

  退職給付に係る負債 3,949,318 3,961,194

  その他 823,665 376,863

  固定負債合計 5,438,187 4,992,835

 負債合計 19,745,840 15,519,966

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,425,325 10,425,325

  資本剰余金 9,923,356 9,923,356

  利益剰余金 40,301,476 39,924,013

  自己株式 △917,134 △917,256

  株主資本合計 59,733,023 59,355,438

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,199,125 3,769,372

  土地再評価差額金 △1,624,044 △1,624,044

  為替換算調整勘定 75,631 △29,749

  退職給付に係る調整累計額 △433,505 △411,829

  その他の包括利益累計額合計 1,217,206 1,703,749

 純資産合計 60,950,230 61,059,187

負債純資産合計 80,696,070 76,579,154
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 11,798,488 10,540,045

売上原価 9,201,616 8,413,548

売上総利益 2,596,871 2,126,497

販売費及び一般管理費 1,567,675 1,571,939

営業利益 1,029,196 554,558

営業外収益   

 受取利息 2,270 2,706

 受取配当金 54,038 68,327

 持分法による投資利益 41,501 14,511

 為替差益 － 40,785

 その他 13,002 12,909

 営業外収益合計 110,812 139,239

営業外費用   

 為替差損 856 －

 その他 866 1,234

 営業外費用合計 1,723 1,234

経常利益 1,138,285 692,563

特別損失   

 固定資産売却損 231 －

 固定資産除却損 976 5,245

 特別損失合計 1,207 5,245

税金等調整前四半期純利益 1,137,077 687,318

法人税、住民税及び事業税 92,501 49,179

法人税等調整額 271,547 161,717

法人税等合計 364,048 210,897

四半期純利益 773,029 476,421

親会社株主に帰属する四半期純利益 773,029 476,421
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 773,029 476,421

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 273,655 570,247

 為替換算調整勘定 27,958 △80,070

 退職給付に係る調整額 24,410 21,675

 持分法適用会社に対する持分相当額 14,403 △25,310

 その他の包括利益合計 340,428 486,542

四半期包括利益 1,113,457 962,963

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,113,457 962,963

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
 

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

受取手形 336,434千円 488,033千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれん

の償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 541,365 千円 459,412 千円

のれんの償却額 12,718 千円 27,251 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年6月22日
定時株主総会

普通株式 698,637 9.00 平成29年３月31日 平成29年6月23日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年6月21日
定時株主総会

普通株式 853,884 11.00 平成30年３月31日 平成30年6月22日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計

特装車 中古車 部品・修理 計

売上高       

 外部顧客への売上高 9,271,001 136,347 2,295,927 11,703,276 95,211 11,798,488

 内部売上高又は振替高 356,727 － 11,406 368,134 9,508 377,642

計 9,627,728 136,347 2,307,333 12,071,410 104,720 12,176,131

セグメント利益
(注)２

1,931,590 46,683 618,257 2,596,531 27,034 2,623,565
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育事業等であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益から内部取引消去を調整して算出しております。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,596,531

「その他」の区分の利益 27,034

内部売上相殺消去 △377,642

内部売上原価相殺消去 350,949

全社費用（注） △1,567,675

四半期連結損益計算書の営業利益 1,029,196
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計

特装車 中古車 部品・修理 計

売上高       

 外部顧客への売上高 8,029,311 70,949 2,348,930 10,449,192 90,853 10,540,045

 内部売上高又は振替高 856,767 － 27,140 883,908 10,760 894,668

計 8,886,079 70,949 2,376,071 11,333,100 101,613 11,434,714

セグメント利益
(注)２

1,451,164 17,783 652,895 2,121,843 20,507 2,142,350
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育事業等であり

ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益から内部取引消去を調整して算出しております。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,121,843

「その他」の区分の利益 20,507

内部売上相殺消去 △894,668

内部売上原価相殺消去 878,815

全社費用（注） △1,571,939

四半期連結損益計算書の営業利益 554,558
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

 １株当たり四半期純利益 9円96銭 6円14銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 773,029 476,421

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(千円)

773,029 476,421

 普通株式の期中平均株式数(千株) 77,626 77,625
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月９日

株式会社 アイチコーポレーション

　取 締 役 会　御 中

 

Ｐ　ｗ　Ｃ　あ　ら　た　有　限　責　任　監　査　法　人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 川　原　光　爵  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　橋　佳　之  

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイチ

コーポレーションの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４

月１日から平成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイチコーポレーション及び連結子会社の平成30年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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